
◆教職に関する科目等改正 
 免許法施行規則第６条に 
「小学校英語指導法」  

 に関する項目を追加(29年度） 

 

◆「初任研」「10年研」「免許更新講習」などの研修等へコア･カリキュラムを活用 

活
用
促
進 

◆国立大学法人 第3期の「機能強化の方向性に応じた重点支援に係る評価」における指標の例として、 

 次期学習指導要領の新たな課題に対する地域のニーズを踏まえた教員養成について提示  

◆私学助成・・・地域の教委との連携の下、次期学習指導要領の改訂に向けた新たな課題に対応した教 
 員の養成・研修を一体的に行う大学への重点的な支援 

中教審  
教員養成部会審議 

法案審議 
◆教員育成 
 協議会の設置 

現状 

【高等学校】 
○目標：コミュニケーション能力を養う 
○授業は英語で行うことが基本 

【中学校】 
 

教科型を通じた４技能の総合的育成 
○目標：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の基礎を養う 
○前回改訂で週３⇒週４に増 

【小学校高学年】 

○目標：「聞く」「話す」を中心としたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
    能力の素地を養う 

○学級担任を中心に指導 

 

年間35時間 ※ 

【小学校中学年】 

 

○目標：「聞く」「話す」を中心としたコミュニケーション能力の素地を養う 
 

○主に学級担任がALT等を一層積極的に活用したＴ･Ｔを中心とした指導 年間３５時間（週１コマ程度） 

     【小学校高学年】 

目標例：例えば、馴染みのある定型表現を使って、自分の好きなものや、家族、一日の
生活などについて、友達に質問したり質問に答えたりできるようにする 

○ 「聞く」「話す」に加え、「読む」「書く」の育成も含めたコミュニケーション能力の基礎を
養う。 

○ 学級担任が専門性を高め指導、併せて専科指導を行う教員を活用、ALT等を 

  一層積極的に活用 

年間70時間 ※ 
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英語教育の抜本的強化のイメージ 
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※具体的な小学校の授業時数については、
年内~年明けを目途に教育課程全体の構成
とともに検討を進め、 一定の方向性を提示 

教科型 

教科として系統的に学ぶため、効果的な 
「繰り返し学習」としてモジュール学習も活用 

活動型 外国語活動が成果を上げ、児童の「読む」「書
く」も含めた系統的な学習への知的欲求が高
まっている状況 

活動型 

年間140時間（週4コマ程度） 

国の目標(英検３級程度等５０%)→現状３５％ 
・言語活動が十分でない 

国の目標（英検準２～２級程度等５０％） 
             →現状３２％ 
・生徒の学習意欲、「書く」「話す」に課題 
・言語活動が十分でない 

【高等学校】 

目標例：例えば、ある程度の長さの新聞記事を速読して必要な情報を取り出したり、 

  社会的な問題や時事問題について課題研究したことを発表したりすることができ 

  るようにする 

○ 授業を英語で行うとともに、①４技能を総合型を核とした言語活動、②特に、課題 

 がある「話す」「書く」も含めた複数の技能で発信力を強化する言語活動を充実（発 

  表，討論，交渉，議論等） 

      

【中学校】 

目標例：例えば、短い新聞記事を読んだり、テレビのニュースを見たりして、その概要を 

 伝えることができるようにする 

○ 身近な話題について理解や表現、情報交換ができるコミュニケーション能力を養う。 

 互いの気持ちを伝え合う言語活動を中心とした対話的な授業を英語で行うことを基本 

 とする 

 

  

年間140時間 

新たな英語教育 

大学や海外、社会で英語力を伸ばす基盤を確実に育成 

改善の 
ための 
PDCA 

サイクル 

改善の 
ための 
PDCA 

サイクル 

成熟社会にふさわしい我
が国の価値を海外展開し
たり、厳しい交渉を勝ち

抜く人材の育成 

年間35時間 

     【小学校】 

高で 

1800語 

 

 

中で 

1200語 

 

 

※CEFRとは、シラバスやカリキュラムの手引きの作成、
学習指導教材の編集のために、透明性が高く分かりやす
く参照できるものとして、20年以上にわたる研究を経て、
2001年に欧州評議会（Council of Europe）が発表。  
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